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1. はじめに
音声､動画などのマルチメディアデータを扱うシス
テムが広く用いられるようになってきた｡マルチメディ
アデータは､テキストデータに比べてデータ量が多く､
しかもリアルタイム性を持つため､転送速度､遅延時間
などネットワークに対して高い性能が要求される｡ L
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ネットワークでは複数のホストが伝送路を共有するた
め､同時に1組のホストの間で転送を行なうことがで
きるにすぎない｡このため､ネットワークが高負荷状
態である場合には､伝送路上でのパケットの衝突､ま
たはパケット送出待ち時間の増大によって､データの
損失が生じ､リア′レタイム性を維持することが困難と
なる｡
本稿では､ネットワークの負荷の増大を抑え､信頼度
の高い通信が可能なシステムを実現するために､イー
サネットで接続されたシステムを取り上げ､ホスト毎に
定めた優先度に基づいて動的にQoSを制御する音声､
動画配送システムについて検討する｡なお､ここで検
討するシステムでは､動画の配送に既存のソフトウェ
アであるⅤ王qVideoConference)を､音声データの配
送を同じくVAT(VisualAudioTool)を使用し､それ
らを組み合わせてシステムを構成する｡
2. システム構成と動作
2.1 システムの構成
検討するシステムの構成を図 1に示す｡ここで､音
声 ･動画によるセッションを行なうホストをクライア
ント､各クライアントのデータ送信を制御するホスト
をサーバと呼ぶ｡
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図 1:システム構成
2.2 システムの動作
を送信するときには､まずサーバに送信許可を求めるO
サーバは､事前に設定した最大同時送信クライアント
数と各クライアントの優先度に基づき､要求してきた
クライアントに送信許可を与えるかどうかを決定する｡
許可が与えられたクライアントは､音声データをマ′レ
チキャストで送信する｡
各クライアントはセッションに参加している間､サー
バから通知されるQoSで動画デ-タを送橋し続ける¢
サーバは､ネットワーク負荷の状態が大きく変化する
度に各クライアントのQoSを動的に変更するD
サーバにおいて送信する全クライアントの動画のQoS
と同時に音声を送信できるホスト数を制御することに
よって､ネットワーク負荷の増加を抑え､パケットの
損失を少なくする｡
2.3 クライアントの動作
クライアントの構成を図2に示す｡カメラからの動
画の取り込み､他のクライアントから送られてくる動
画データの表示には､既存のリア′レタイムビデオ膏己信
ツールⅤ噂 V豆deoConference)を､音声のエンコ-ド
及びデコードには､リアルタイムオーディオ配信ツー
ルであるVAT(VisualAudioTool)を使用するOまた､
prox再こよりサーバとの情報のやりとりや ⅤAT､VIC
の送信データの制御を行なう｡クライアントは､これ
らの:iつのプロセスで構成される｡
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図 1:クライアントの構成
遺構する動画データのQoSは､サ-バによって指定
されるDカメラから取り込んだ動画は､VICTにより圧
縮が行なわれ､指定されたQoSでprox再こ送られる｡
pTO又yほその濠蔑動画をマルチキャストでネットワ-タ
に送信する｡また､サーバからのQc･Sの変更はprox.V
LAN上に各クライアントのデータ送信を制御する が受信し､直ちにVlCに反映させる.
普-バを1台設定するO各クライアントが音声デー タ 晋声を遺構するときには､マイクからAカされた晋
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声は＼/Å~Tでエンコードされ､I)N:(yに送られる｡l仙〕X),
は､送信許可を持っている場合にネットワークに音声
データをマルチキャストで送信するO送信許可を持っ
ていない場合には､サーバに許可を要求し､許可が与
えられたときには送信を行なうL,
2.Tl サーバの動作
サーべは､音声送信許可を与えるか否かの決定と各
クライアントの動画のQ｡Sの決定を行なうO
サーバ起動時に各クライアントの優先度と最大同時
送信クライアント数を設定するO優先度は数字の大き
いほうが高いとする｡設定し終えるとすべてのクライ
アントの名前を表示するウインドウが開く｡サーバは､
＼r人′1㌧＼■l(.ー'から送信される IiTL1Pパケットを受信す
ることによって､参加しているクライアントを認識し､
ウ1･ンドゥに名前を表示するOまた､このウインドウ
に現在送信許可を得ているクライアントを強調表示し､
どのクライアントが送信許可を持っているかが常に確
認できるようになっている(図3)a
音声送信許可を与えるか否かは以下のようにして決
定される｡
サーバは､各クライアントからの音声送信許可の要
求を受信L､送信許可を持つクライアント数が最大同
時送信クライアント数を越えないように優先度により
各クライアントに送信許可を与える｡
サーバは､クライアントから音声送信許可の要求を
受信すると､優先度に基づき以下のような結果を返す｡
tat)現在､送信許可を持つクライアント数が最大同時
送信クライアント数より少ないときには､直ちに
送信許可を与える｡
弼 現在､送橋許可を持つクライアント数が最大同時
送信クライアント数に等しいときには､現在､送
信許可を持つクライアントと送信許可を要求して
きたクライアントの中で最も優先度の低いクライ
アントに送信停止を送る｡送信停止を受けたクラ
イアントは､このあと送信停止が解除されるまで
送信許可の要求を禁止されるOそれ以外のクライ
アントには､送信許可が与えられるO
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のVIC､VATが定期的に送橋する耶 CPパケットの
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からネットワーク負荷の状態を推測し､各クライアン
トの優先度に応じて動画のQoSを決定し､各クライア
ントに通知するoまた､ネットp-夕負荷の状魔が太き
く変化する慶に各クライアントが送信する動画のQoS
を動的に変更するO
康先度の設定 クライアン トの表示
図3:サーバのウインドウ
3. まとめ
マ′レチ_メディアデータをリアルタイムに伝送する際
のネットワーク負荷の増大によるパケットの衝突を抑
えるために､同時に音声データを送信することのでき
るホストを優先度に基づいて制御し､ネットワーク負
荷に応じて動的に動画のQoSを制御するシステムを提
案した｡このシステムでは､プロトコ′レ階層のアプリ
ケーション層でネットワーク負荷を抑えるため､下位
層に負担をかけることなく､事前に衝突を回避するこ
とが可能であるO
今後の課題として､まず本稿で検討した音声 ･動画
配送システムを完成させ､性能評価を行なうことが挙
げられる｡
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送信が許可されているクライアン･トが許可を放棄す
ると､サーバは許可を与えることのできる数に余裕が
あることをすべてのクライアントに送信する｡送信停
止になっているクライアントがこれを受信することに
より送信停止が解除され､再び送信許可を要求するこ
とができる｡
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